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数量 型式
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米国コネティカット州ニュ－ロンドンにある延床面積　６７，５００　ｍ
２
　のファイザ－製薬グロ－

バル研究開発センタ－（ＰＧＲＤ）２００１年竣工、同ビルにはスタッフのために１８００室ものプラ
イバシ－重視の完全個室オフィスが設けられ、それを小グル－プに区分して、村落（village）化
した。



ファイザ－製薬株式会社は、世界に PGRDビルのためのシステム選択
その名を知られる一流製薬会社である。

そのファイザ－製薬社国内の研究開発 1998年までには、研究開発者の数が増えつづけ、敷地面積67,500　ｍ
２
に1,800室の個室オフィス

関連施設を拡張する話が最近持ち上が を擁する建物が必要になった。同ビルはグロットンから流れる川の対岸に建てられ、コネティカット州
った。　同社は、設計事務所（ＣＵＨ２Ａ） ニューロンドンに在る。このグローバル研究開発センタービルは過去１０年間に建設された２棟の建
の有力なユ－ザであり、メンテナンス契約 物に続いて建てられる３棟目の建物となるので、ファイザー社は当初から建物の建設と設計プロセス
グル－プであるのに、どう言うわけか に積極的に参画し、研究開発のために考えられる最適の環境を創ることを目指した。
まだ一度もＶＡＶデフュ－ザを設計採用 この要求は、２．７　x　３．６ｍ　の個別のオフィスを１８００室建設し、それを小グループに区分し、村
したことがなかった。　当社は幸いにも、 落 (village) 化した。最適作業環境を具えた施設として、コストパフォーマンスの高い設計に加えて
今回ファイザ－製薬の拡張プロジェクトの 信頼性の高いサービスの提供、一貫性のある環境が求められた。ＣＵＨ２Ａ事務所は、ファイザー社
空調設計を引き受けることになり空調シス と引き続き密接な連絡を取り合い、効率的なエネルギーの利用、運転コストとメンテナンス費用を
テムの選定と設計業務を行なうことになっ を最小にする様、重点的に配慮した。その結果、両者の間で、もし満足のゆく空調システムを創
た。設計のプロセスを見直して行くうちに、 り出すことが出来れば、ファイザー社が求めるＰＧＲＤ作業環境の質を一段と高めることが出来る
ファイザ－社が施設に最も適合した設計 との合意を得た。
基準を決め、結果的に、ＶＡＶデフュ－ザ 空調システムとしては実に12種類の方式が提案され、それらをそれぞれ検証した。

米国コネティカット州ニューロンドンにある を採用するに至った過程や、併用システムとしてペリ その内4種類の方式にVAVディフュザを採用した。無論12種類のシステムには２管式，4管式ファ

　床面積　６７，５００ｍ
２
のファイザー製薬グ メータの処理にフィンチュ－ブ方式を採用した背景 ンコイルユニット方式とヒートポンプ（ＷＳＨＰ）方式も含まれた。こうしたシステムの評価を行うための

ローバル研究開発センター（ＰＧＲＤ）ビル。 等が明らかになった。 基準（クライテリア）が、設けられウェート付けが加えられた。これらは後に評価作業が進むにつれて
同ビルにはスタッフのために１８００室もの また、CUH2A設計事務所は、当初このプロジェクト 順次見直され変更されたが、全員の関心を集めた基準は、夏場の快適性、冬場の快適性，それに
プライバシー重視の完全個室オフィスが に着手した段階では、それまでVAVディフューザを それに温度制御ゾーンのサイズであった。
設けられ、オフィス６部屋に対し１台の静圧 本格的に設計に組み入れた経験がなく、僅かに会
コントロールダンパ、もしくはプレッシャー 議室などに採用しただけの経験から、特にVAVデ
インデペンデンス モジュールでコントロー フュ－ザを本格的に奨めようとの意向は全くなかっ

ールしている。 た状態であった。 VAVディフュザ
CUH2Ａ事務所では、自社のオフィスの一部をVAV

ファイザー社の要求するオフィス事情 ディフューザの実験のために提供することにした。

CUH2A設計事務所は 複数のメーカのＶＡＶ式デフュ－ザがテストされ、
先ずファイザー製薬がどのように建物の空間を利用しているか、その調査から始めた。　同社では その結果、サ－モパワ－ドＶＡＶデフュ－ザが取付
ある製薬剤を市場に投入するに当たり、事前調査の追跡をやる。先ず、小規模なスケールで試験薬 が一番簡単であることが実証された。このVAVディ
の効能チェックを行う医師と共に作業が始まる。この作業段階でファイザー社は、同社のスタッフが頻繁 フューザは快適性の面では一段とレベルの高い

に作業中の医師と接触をはかり、開発中の薬剤がどのように効果を発揮しているかを常にモニタリングす 性能を発揮し、温度制御にも優れた効果を示し、

ることを求められている。こうした初期のモニタリングを行うスタッフのチームは同じグループの人材として 更に非居住オフィスの予冷が不要となることも実験

社内で極秘の会合を持つ。研究成果の機密保持のため、社内での電話のやり取りは絶対に外部に漏れ 的に明らかになった。ファイザ－社から同じサ－モ
ることが無いように厳重に管理されている。万一電話での会話が別の部屋のスタッフの耳に入ったりすると、 パワードVAVディフューザが実際に稼動中の製薬
当然、同じプロジェクトを担当する別のオフィスのスタッフに影響を及ぼすことになる。従って、同社のスタッ 会社の作業スペースを見たいとの強い要求が提示
フは機密保持のため、各人にはそれぞれ個別の部屋が用意されている。 され、他の製薬会社を見学することになった。
ある研究テーマが終了すると、チームは解散し、また別のグループと入れ替わり、新たなスタッフの為のオ 訪問先の雑務室でメンテナンス担当者に、「この
フィスの移動や模様替えが定期的に行われる。 デフュ－ザのメンテナンスはどうしていますか？」
我々がファイザー社の仕事を最初に引き受けたのが1993年のことで、そのときはコネティカット州グロットン と尋ねたところ。「エッ！メンテナンスですって？

にある　７，２００　ｍ
２　

のオフィスだった。　同社は水冷式ヒ－トポンプ（ＷＳＨＰ）システムを使った経験が 私はこれが取り付けられて以来10年の間、一度も
あることから、同ビルには当然のこととして、実績あるＷＳＨＰ方式を使用した。 触れたことがないんですよ」このひと言で訪問した
しかしながら、いざＷＳＨＰが運転開始すると電子サーモコントローラがうまく作動せず、その結果ファイ 全員がサ－モパワ－ドVAVディフューザへの信頼を
ザー社が希望する空調環境スペースを提供できず、今回の新プロジェクトにはＷＳＨＰは最初から設計 一層深めたことは言うまでもない。
から外されることになった。

1996年研究チームの数が増え既存のビルの中に収容しきれなくなった。そのため18,000　ｍ
２　

のオフ
ィススペースを同社の倉庫内に建設することになった。
ファイザー社は、引き続き個別温度制御ないしはそれに近い制御を要求した。
冷水が現場に供給される様になったため、大型のファンコイルユニットが設置され、1台で4部屋を制御した ＰＧＲＤにはｻ-ﾓﾊﾟﾜ-ﾄﾞVAVﾃﾞﾌｭ-ｻﾞが採用され
ので、サーモスタット設定ポイントを決めるのに各部屋の使用者の間で要求が食い違い、うまく行かなかっ 高度な快適性の提供に加え、個室単位の制御が可
た経緯がある。そこでファイザーでは、グロ－バル研究開発センタ－ビル（ＰＧＲＤ）の設計には、従来とは 能な上に、非居住ｵﾌｨｽの予冷の必要もない。
違った新空調システムの導入を真剣に検討するようになった。



ファイザ－製薬株式会社は、世界に PGRDビルのためのシステム選択
その名を知られる一流製薬会社である。

そのファイザ－製薬社国内の研究開発 1998年までには、研究開発者の数が増えつづけ、敷地面積67,500　ｍ
２
に1,800室の個室オフィス

関連施設を拡張する話が最近持ち上が を擁する建物が必要になった。同ビルはグロットンから流れる川の対岸に建てられ、コネティカット州
った。　同社は、設計事務所（ＣＵＨ２Ａ） ニューロンドンに在る。このグローバル研究開発センタービルは過去１０年間に建設された２棟の建
の有力なユ－ザであり、メンテナンス契約 物に続いて建てられる３棟目の建物となるので、ファイザー社は当初から建物の建設と設計プロセス
グル－プであるのに、どう言うわけか に積極的に参画し、研究開発のために考えられる最適の環境を創ることを目指した。
まだ一度もＶＡＶデフュ－ザを設計採用 この要求は、２．７　x　３．６ｍ　の個別のオフィスを１８００室建設し、それを小グループに区分し、村
したことがなかった。　当社は幸いにも、 落 (village) 化した。最適作業環境を具えた施設として、コストパフォーマンスの高い設計に加えて
今回ファイザ－製薬の拡張プロジェクトの 信頼性の高いサービスの提供、一貫性のある環境が求められた。ＣＵＨ２Ａ事務所は、ファイザー社
空調設計を引き受けることになり空調シス と引き続き密接な連絡を取り合い、効率的なエネルギーの利用、運転コストとメンテナンス費用を
テムの選定と設計業務を行なうことになっ を最小にする様、重点的に配慮した。その結果、両者の間で、もし満足のゆく空調システムを創
た。設計のプロセスを見直して行くうちに、 り出すことが出来れば、ファイザー社が求めるＰＧＲＤ作業環境の質を一段と高めることが出来る
ファイザ－社が施設に最も適合した設計 との合意を得た。
基準を決め、結果的に、ＶＡＶデフュ－ザ 空調システムとしては実に12種類の方式が提案され、それらをそれぞれ検証した。

米国コネティカット州ニューロンドンにある を採用するに至った過程や、併用システムとしてペリ その内4種類の方式にVAVディフュザを採用した。無論12種類のシステムには２管式，4管式ファ

　床面積　６７，５００ｍ
２
のファイザー製薬グ メータの処理にフィンチュ－ブ方式を採用した背景 ンコイルユニット方式とヒートポンプ（ＷＳＨＰ）方式も含まれた。こうしたシステムの評価を行うための

ローバル研究開発センター（ＰＧＲＤ）ビル。 等が明らかになった。 基準（クライテリア）が、設けられウェート付けが加えられた。これらは後に評価作業が進むにつれて
同ビルにはスタッフのために１８００室もの また、CUH2A設計事務所は、当初このプロジェクト 順次見直され変更されたが、全員の関心を集めた基準は、夏場の快適性、冬場の快適性，それに
プライバシー重視の完全個室オフィスが に着手した段階では、それまでVAVディフューザを それに温度制御ゾーンのサイズであった。
設けられ、オフィス６部屋に対し１台の静圧 本格的に設計に組み入れた経験がなく、僅かに会
コントロールダンパ、もしくはプレッシャー 議室などに採用しただけの経験から、特にVAVデ
インデペンデンス モジュールでコントロー フュ－ザを本格的に奨めようとの意向は全くなかっ

ールしている。 た状態であった。 VAVディフュザ
CUH2Ａ事務所では、自社のオフィスの一部をVAV

ファイザー社の要求するオフィス事情 ディフューザの実験のために提供することにした。

CUH2A設計事務所は 複数のメーカのＶＡＶ式デフュ－ザがテストされ、
先ずファイザー製薬がどのように建物の空間を利用しているか、その調査から始めた。　同社では その結果、サ－モパワ－ドＶＡＶデフュ－ザが取付
ある製薬剤を市場に投入するに当たり、事前調査の追跡をやる。先ず、小規模なスケールで試験薬 が一番簡単であることが実証された。このVAVディ
の効能チェックを行う医師と共に作業が始まる。この作業段階でファイザー社は、同社のスタッフが頻繁 フューザは快適性の面では一段とレベルの高い

に作業中の医師と接触をはかり、開発中の薬剤がどのように効果を発揮しているかを常にモニタリングす 性能を発揮し、温度制御にも優れた効果を示し、

ることを求められている。こうした初期のモニタリングを行うスタッフのチームは同じグループの人材として 更に非居住オフィスの予冷が不要となることも実験

社内で極秘の会合を持つ。研究成果の機密保持のため、社内での電話のやり取りは絶対に外部に漏れ 的に明らかになった。ファイザ－社から同じサ－モ
ることが無いように厳重に管理されている。万一電話での会話が別の部屋のスタッフの耳に入ったりすると、 パワードVAVディフューザが実際に稼動中の製薬
当然、同じプロジェクトを担当する別のオフィスのスタッフに影響を及ぼすことになる。従って、同社のスタッ 会社の作業スペースを見たいとの強い要求が提示
フは機密保持のため、各人にはそれぞれ個別の部屋が用意されている。 され、他の製薬会社を見学することになった。
ある研究テーマが終了すると、チームは解散し、また別のグループと入れ替わり、新たなスタッフの為のオ 訪問先の雑務室でメンテナンス担当者に、「この
フィスの移動や模様替えが定期的に行われる。 デフュ－ザのメンテナンスはどうしていますか？」
我々がファイザー社の仕事を最初に引き受けたのが1993年のことで、そのときはコネティカット州グロットン と尋ねたところ。「エッ！メンテナンスですって？

にある　７，２００　ｍ
２　

のオフィスだった。　同社は水冷式ヒ－トポンプ（ＷＳＨＰ）システムを使った経験が 私はこれが取り付けられて以来10年の間、一度も
あることから、同ビルには当然のこととして、実績あるＷＳＨＰ方式を使用した。 触れたことがないんですよ」このひと言で訪問した
しかしながら、いざＷＳＨＰが運転開始すると電子サーモコントローラがうまく作動せず、その結果ファイ 全員がサ－モパワ－ドVAVディフューザへの信頼を
ザー社が希望する空調環境スペースを提供できず、今回の新プロジェクトにはＷＳＨＰは最初から設計 一層深めたことは言うまでもない。
から外されることになった。

1996年研究チームの数が増え既存のビルの中に収容しきれなくなった。そのため18,000　ｍ
２　

のオフ
ィススペースを同社の倉庫内に建設することになった。
ファイザー社は、引き続き個別温度制御ないしはそれに近い制御を要求した。
冷水が現場に供給される様になったため、大型のファンコイルユニットが設置され、1台で4部屋を制御した ＰＧＲＤにはｻ-ﾓﾊﾟﾜ-ﾄﾞVAVﾃﾞﾌｭ-ｻﾞが採用され
ので、サーモスタット設定ポイントを決めるのに各部屋の使用者の間で要求が食い違い、うまく行かなかっ 高度な快適性の提供に加え、個室単位の制御が可
た経緯がある。そこでファイザーでは、グロ－バル研究開発センタ－ビル（ＰＧＲＤ）の設計には、従来とは 能な上に、非居住ｵﾌｨｽの予冷の必要もない。
違った新空調システムの導入を真剣に検討するようになった。



最終決定
検討チームは、漸く最終決定の段階に入った。空調システムとして最後まで残ったのは、6種類の方式 更には、特型として使用した室内温度調整ダイヤルとVAVディフューザー間の配線ミスなど
だけとなった。各階AHU方式、ファンコイルユニット、ＷＳＨＰ方式は評価検討の段階で既定の評価基準 のマイナ－なミスも出たものの、こうした問題はすべて手直しされた。こうした問題が生じた
に達せず脱落した。評価基準のウェート付けもファイザーグループの設備担当並びにメインテナンスグル 場合でも施主と設計事務所は関係者全員の協力に依存し、設計事務所（ＣＵＨ２Ａ）、
ープの実地使用経験から見直された。最後まで残った重要基準は夏場の快適性、冬場の快適性、並び メ－カ（Ａｃｕｔｈｅｒm）とその代理店が連携しあって、うまく問題の処理を行い、解決を図って
温度制御ゾーンの大きさなどの項目であった。 いる。　こうした関係者の誠意ある協力を得て、据付工事は成功裡に終了した。
最後まで残った6システムについては点数式にランクづけを行い、合計点が出された。結果は、現場組立　

式セントラルシステムＡＨＵとVAVディフュ－ザの組み合わせ、ぺリメーター処理用の温水式フィンチュー 後日談
ブラジエータが最も高い評価を集めた。この方式が最も経済性があり、メインテナンスが簡単で費用がか

らない上に、ユーザに最も快適な作業環境を提供するシステムであるとの最終判定が下されることになった。 ファイザー社のＰＧＲＤを完成させることで、ＣＵＨ２Ａ事務所は貴重な経験を得た。
因みに現場組み立て式ＡＨＵ＋VAVディフュザー＋ぺリメーター処理の空気システムが次点となった。 この実績が弾みとなり、その後、別の製薬会社の建設工事を請け負うことになった。
コネティカット州の様にアメリカ大陸の北東部にある寒冷地の建設現場では伝統的にフィンチューブラジ 更に、ＣＵＨ２Ａ事務所自身も２００３年の暮れにはニュージャージー州プリンストンに
エータが採用されており、この点では空気式のペリメーター処理よりもフィンチューブラジエータの方に オフィスを移転することになった。同物件は目下改築中で、大型の空調ゾーンシス
歩があると判断したのはごく当然と言える。 テムを採用し、メインシステムには水冷式ヒートポンプシステムを用い、サブシステムには

VAVディフューザを使用している。VAVディフューザは新築工事だけでなく改築、取替

ファイザー国際研究開発センター（ＰＧＲＤ）の設計 工事にも有効な機器であることが判ったからである。

ペリメーター処理のフィンチューブは、専ら窓側の伝導負荷（スキンロ－ド）を処理するためだけに利用され、 報告者　　Steve Waller, P.E. (CUH2A設計事務所 代表者)
他暖房要求としては早朝のウォームアップヒーティングだけである。このため、VAVディフュザは冷房サイクル Barry Barnet, P.E. (CUH2Ａ設計事務所 ＨＶＡＣ担当エンジニア)
のみで比例制御運転し、暖房は定風量で送風することにした。各オフィスにはそれぞれの部屋の設定温度
を変えられるように特殊な例としてダイヤル式の温度設定器が室内の壁面に取り付けられ、ディフューザの
設定温度コントロールが出来るようにした。個室以外のオープンスペースでは、１台の温度設定ダイヤルで
複数のＶＡＶディフューザがコントロール出来る様にした。

個室オフィス6部屋をワングループとして、これらを静圧コントロールダンパ、もしくはﾌﾟﾚｯｼｬ-・ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾝﾃﾞﾝｽ
ﾓｼﾞｭ-ﾙ（ＰＩＭ）1台で処理される。PIMはオ－プンスペ－スに取り付けられた複数のＶＡＶデフュ－ザをコント
ロールする。ＣＵＨ２Ａ事務所ではＰＩＭ１台で制御するディフューザの数を出来る限り少数に設定し、12台を
超えないようにした。各ＰＩＭは下流側ダクト内の静圧が ４０Ｐａ になるようにコントロールしている。ＰＩＭとディ
フュ－ザの間のダクト内の圧力損失がダクト １００ m あたり　４０　Pa　に収まるようなサイズで設計されている
ため、ダクトの末端に来るVAVディフューザの静圧が常に　２５　Ｐaとなるように設計された。このように静圧を
低く設定し、VAVディフューザの運転音が一定レベル以上に大きくならないように配慮した。
各AHUにはＶＦＤ（ｲﾝﾊﾞ-ﾀなど）が配備されＰＩＭから上流側のダクト内の静圧が維持されるように設計した。

運転結果
さて、ＰＧＲＤが完成し、オフィスの入居
が始まると実際の熱負荷は、当初の設計
負荷よりも低いことが明らかになった。
その理由として当初考えていた大型のコン
ピュータに代わりに、省電力の小さいラップ
トップパソコンを使用したこと、更にはプリン
ター一体型コピーユニットの設置数が減っ
たこと、さらには、高効率の照明が採用さ
されたことなどによるものである。
空気漏れが若干問題となり当初の設計
となり、ＣＵＨ２Ａ設計事務所ではＰＩＭ
ダンパ－フレ－ム辺りからと、ダンパ－
ブレ－ドの連結部の締まり具合が緩くな
りがちで、ここからのエアリ－クが検知
された。（ダンパを納入したのはＰＩＭ
とは別の会社であった。）

PGRDビルがオープンして見ると実際の空調負荷は当初設計段階
想定した負荷よりも低いことがわかった。これは主として省電力のパ
ソコンが大型コンピュータに替わり利用され、大型プリンタの設置数

　が減り、かつ高効率の照明器具が採用されたためである。
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